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教員の公募について（依頼） 

 

時下、益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。 

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター（以下、「センター」という）におきま

しては、下記の要領により、文部科学省教育関係共同利用拠点「寒流域における海洋生物・

生態系の統合的教育共同利用拠点」（付記1参照）に関わる教員を公募することになりまし

た。つきましては、貴学・貴施設関係者に周知くださいますとともに、適任者のご推薦を

いただきたく、ご依頼申し上げる次第です。 

 

記 

 

１．職種・採用人数： 

 特任助教・1名 

 

２．任期： 

平成28年3月31日迄 

※業績等により、平成29年3月31日迄の期間において、単年度単位で契約の更新

を行うことがある。 

 

３．担当ステーション：  

水圏ステーション（付記2を参照） 

 

４．勤務地：  

水圏ステーション厚岸臨海実験所（〒088-1113 北海道厚岸郡厚岸町愛冠1） 

 



５．応募用件： 

（１）博士の学位を有する方。 

海洋生態学、並びに関連する分野において、優秀な業績・研究能力を有する方。 

（２）学内外の学生・大学院生等を対象とした臨海実習や外来利用学生の受け入れな

ど、教育関係共同利用拠点にかかる業務に関して、厚岸臨海実験所の施設・設備

を積極的に活用して、その企画・遂行に責任を持って取り組める方。 

（３）厚岸臨海実験所およびその他の水圏ステーションの地方施設やセンターの野外

研究施設の管理運営に意欲と責任感をもって参加しうる方。過疎地での生活、研

究、社会教育を含む地域との諸関係などを全うできる方。 

 

６．応募書類：   

（１）履歴書 1通（顔写真付き） 

（２）研究業績目録 1部 

学術論文（査読制の有無）・学位論文・著書・総説・その他に分けて記載してく

ださい。その他には、講義・実習の担当やその他の大学内外における教育活動の

参考となる事項、および、国際的・全国的シンポジウムのオーガナイザーや招待

講演・各種受賞・競争的研究費や委託研究費の獲得状況など、教育研究活動の参

考となる事項も記載してください。 

（３）主要論文の別刷またはコピー 5編以内、各6部。 

（４）「これまでの教育および研究の概要など」（2,000字以内） 1部 

これまでの教育・研究および社会貢献等に関する活動について記述してください。 

（５）「応募にあたっての抱負など」（2,000 字以内） 1部 

採用後における教育・研究の展開に関する抱負、特に教育関係共同拠点の運営に

関する抱負などを記述してください。 

 

７．選考方法：  

書類選考および面接（必要と認めた場合）。面接を行う場合、交通費等は支給さ

れませんので、あらかじめご了解ください。 

 

８．応募期限：  

平成27年3月27日（金）必着。 

 

９．採用予定日：  

平成27年6月16日以降できるだけ早い時期。 

 

 



１０．応募書類提出先： 

〒060-0811 札幌市北区北11条西10丁目 

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 

係長（人事担当） 宛 

（「水圏ステーション特任助教公募」と朱書きし、書留で郵送してください。応

募書類は原則として返却いたしません。） 

 

１１．問い合わせ先： 

北海道大学北方生物圏フィールド科学センター 

水圏ステーション厚岸臨海実験所 教授  仲岡 雅裕 

TEL: 0153-52-2056; FAX: 0153-52-2042 

E-mail: nakaoka@fsc.hokudai.ac.jp 

 

 

付記： 

1) 平成24年７月より水圏ステーション厚岸臨海実験所と室蘭臨海実験所は文部科学省教

育関係共同利用拠点「寒流域における海洋生物・生態系の統合的教育共同利用拠点」に認

定されています。詳細については（http://www.fsc.hokudai.ac.jp/KANRYU/）をご参照く

ださい。 

 

2) 「センター」は、研究林・牧場・農場・植物園・臨海実験所などの施設を統合して設立

された学内共同利用施設です。教員は、森林圏ステーション・耕地圏ステーション・水圏

ステーション（本公募のステーション）のいずれかに所属し、各施設およびセンターの管

理運営にあたるとともに生物資源創成領域・共生生態系保全領域・持続的生物生産領域・

生物多様性領域・生態系機能領域・生物群集生態領域からなる教育研究部（領域）に所属

して、教育・研究を行っています。「センター」、水圏ステーション、および厚岸臨海実

験所、室蘭臨海実験所の詳細につきましては、「センター」のホームページ

（http://www.hokudai.ac.jp/fsc/）を参照してください。現在、水圏ステーションは、教

授5名・准教授4名・助教4名（うち厚岸臨海実験所所属教員は教授1名・助教1名）で構成さ

れています。 

 


